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街路樹景観の保全
矢矢澤容子（つくば市民環境会議）

つくばの街並みの象徴－街路樹
　筑波研究学園都市が整備され40年。東大通りはトウカエデとケヤキ、西大通りはユリノキとケヤキと、通りごとに異なった樹種が植栽され、特徴のある美しい街路景観を形成しています。東大通りは「日本の道百選」に選定されました。街路樹はつくばの街並みを象徴する代表的景観の一つといえるでしょう。
　街路樹の機能は、①二酸化炭素の固定、生物相の保全等の生物的機能　②緑陰、防風、保水、大気汚染物質の吸着、遮音等の物理的機能　③心理的機能、の３つを合わせた複合機能です。
　減少する街路樹
研究学園地区の国道、県道の街路樹は1976年から植栽されました。ユリノキ、トウカエデ、エンジュ、モミジバフウ、シラカシ、ケヤキ、イチョウ、トチノキ、マテバシイの９種類で、延長距離51ｋｍ、総数13,388本でした（注１）。ところが2008年３月現在では、延長距離が46.4km、約１割の減少、総数は10,889本で約2割減少しています。延長距離の減少は西大通りのユリノキが倒木の恐れがあるため平塚線以北で伐採されたからです。本数の減少は、枯木、倒木、危険木のための伐採等によるものです。また、土浦学園線の花室交差点から土浦方面はイヌエンジュに植え替えられました（注２）。
一方、市道は高木が多い順にシラカシ、エンジュ、トウカエデ、コブシ、アオギリで、総数8,443本です。中木も含めると総数が32,342本になります（注３）。
このように、市道だけでも約３万本の街路樹を管理するため、つくば市では、2006～2010年の５か年でローテーションを組んで毎年順番にせん定作業を実施しています。実際には、市民から落ち葉等の苦情があると、そこを優先するため計画どおりにはいかないのが実態のようです。
問題の多い街路樹管理
　つくばの街路樹を見ると、強せん定され棒状に直立した街路樹（写真１）、連続する道路が管理者の違いで、全く異なる景観を生み出しているケヤキ並木（写真２、３）、生長して歩道をふさぎ根による地盤持ち上げが起きている街路樹（写真４）等様々な問題があります。
以下に街路樹の問題点をまとめます。
①一律なせん定にこだわって、現場の状況や本来の樹形に合わせたせん定ができていない
②電線、交通信号、交通標識等の道路占有物との調整が十分でない
③十分な植栽ますが確保されず根が張れないため倒木の危険がある
④道路工事、埋設管の工事で根がかなり損傷を受けている
⑤支柱や幹に食い込んだ根元保護板が放置されている
⑥道路管理者に街路樹の専門技術者がいない
⑦一部の住民の苦情にすぐ対応してしまい、声を出さない多くの住民の意思を無視している、等です（以上　注４）。
　良好な街路樹景観を保全するために

　植栽されて30年。街路樹をどのように管理するかが今問われています。このような問題を解決する方法として、以下のことがあげられます。
①管理者に造園の専門技術者を配置する
②街路樹を想定して道路を設計する
③道路占有物、道路標識、信号、電柱等の配置と形状、水道管や埋設管等の工事等に関して、街路樹の生育に配慮した道路管理を行う
④せん定結果を評価する
⑤不要な支柱や根元保護板を撤去する
⑥街路樹の記録などの街路樹情報を公開する、等です（以上　注５）。
　また、街路樹の管理を市民が担うアダプト・ア・ロード（里親制度）等をさらに広げ、市民が主体的に街路樹と関わる機会を増やすことも肝要です。日本を代表する美しい街路樹景観が育っていくことを願っています。

（注１）パンフレット　つくばの街路樹、1991、筑波新都市開発（株）
（注２）2008年３月筑波都市整備株式会社調べ
（注３）1999年つくば市道路課調べ
（注４、５）つくば市民環境会議主催シンポジウム「もっと知ろう、つくばの街路樹」、2007年11月24日開催内容を参考
写真１　強せん定され棒状に直立した街路樹（春日４丁目）





写真２、３　連続する道路のケヤキ並木が、せん定する管理者の違いで全く異なる景観を生み出している（筑波大学）





写真４　生長して歩道をふさぎ根による地盤持ち上げが起きている街路樹
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